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寒 川 町 国 民 健 康 保 険 条 例 新 旧 対 照 表  

現 行  改 正 案  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

（ 出 産 育 児 一 時 金 ）  （ 出 産 育 児 一 時 金 ）  

第 7条  被 保 険 者 が 出 産 し た と き は 、 当 該

被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 対 し

て 出 産 育 児 一 時 金 と し て 、 420,000円 を

支 給 す る 。  

第 7条  被 保 険 者 が 出 産 し た と き は 、 当 該

被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯 主 に 対 し

て 出 産 育 児 一 時 金 と し て 、 500,000円 を

支 給 す る 。  

2 （ 略 ）  2 （ 略 ）  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 限 度 額 ）  （ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 限 度 額 ）  

第 16条 の 6の 12 第 16条 の 6の 3又 は 第 16条

の 6 の 7 の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額

（ 一 般 被 保 険 者 と 退 職 被 保 険 者 等 が 同

一 の 世 帯 に 属 す る 場 合 に は 、 第 16条 の 6

の 3の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 と 第 16

条 の 6の 7の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額

と の 合 算 額 を い う 。 第 19条 及 び 第 20条

第 1項 に お い て 同 じ 。 ） は 、 200,000円

を 超 え る こ と が で き な い 。  

第 16条 の 6の 12 第 16条 の 6の 3又 は 第 16条

の 6 の 7 の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額

（ 一 般 被 保 険 者 と 退 職 被 保 険 者 等 が 同

一 の 世 帯 に 属 す る 場 合 に は 、 第 16条 の 6

の 3の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 と 第 16

条 の 6の 7の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額

と の 合 算 額 を い う 。 第 19条 及 び 第 20条

第 1項 に お い て 同 じ 。 ） は 、 220,000円

を 超 え る こ と が で き な い 。  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

（ 低 所 得 者 の 保 険 料 の 減 額 ）  （ 低 所 得 者 の 保 険 料 の 減 額 ）  

第 20条  次 の 各 号 に 該 当 す る 納 付 義 務 者

に 対 し て 課 す る 保 険 料 の 賦 課 額 の う ち

基 礎 賦 課 額 は 、 第 13条 又 は 第 16条 の 2の

基 礎 賦 課 額 か ら 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に

定 め る 額 を 減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額

し て 得 た 額 が 650,000円 を 超 え る 場 合 に

は 、 650,000円 ） と す る 。  

第 20条  次 の 各 号 に 該 当 す る 納 付 義 務 者

に 対 し て 課 す る 保 険 料 の 賦 課 額 の う ち

基 礎 賦 課 額 は 、 第 13条 又 は 第 16条 の 2の

基 礎 賦 課 額 か ら 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に

定 め る 額 を 減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額

し て 得 た 額 が 650,000円 を 超 え る 場 合 に

は 、 650,000円 ） と す る 。  

(1) （ 略 ）  (1) （ 略 ）  

(2) 前 号 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 及 び 山

林 所 得 金 額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分 し

て 計 算 さ れ る 所 得 の 金 額 の 合 算 額 が

地 方 税 法 第 314条 の 2第 2項 第 1号 に 定

め る 金 額 （ 世 帯 主 等 の う ち 給 与 所 得

者 等 の 数 が 2以 上 の 場 合 に あ っ て は 、

同 号 に 定 め る 金 額 に 当 該 給 与 所 得 者

等 の 数 か ら 1を 減 じ た 数 に 10万 円 を 乗

じ て 得 た 金 額 を 加 え た 金 額 ） に

285,000円 に 当 該 年 度 の 保 険 料 賦 課 期

日 （ 賦 課 期 日 後 に 保 険 料 の 納 付 義 務

(2) 前 号 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 及 び 山

林 所 得 金 額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分 し

て 計 算 さ れ る 所 得 の 金 額 の 合 算 額 が

地 方 税 法 第 314条 の 2第 2項 第 1号 に 定

め る 金 額 （ 世 帯 主 等 の う ち 給 与 所 得

者 等 の 数 が 2以 上 の 場 合 に あ っ て は 、

同 号 に 定 め る 金 額 に 当 該 給 与 所 得 者

等 の 数 か ら 1を 減 じ た 数 に 10万 円 を 乗

じ て 得 た 金 額 を 加 え た 金 額 ） に

290,000円 に 当 該 年 度 の 保 険 料 賦 課 期

日 （ 賦 課 期 日 後 に 保 険 料 の 納 付 義 務
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が 発 生 し た 場 合 に は 、 そ の 発 生 し た

日 と す る 。 ） 現 在 に お い て 当 該 世 帯

に 属 す る 被 保 険 者 の 数 及 び 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 の 数 の 合 計 数 を 乗 じ て 得

た 額 を 加 算 し た 金 額 を 超 え な い 世 帯

に 係 る 保 険 料 の 納 付 義 務 者 で あ っ て

前 号 に 該 当 す る 者 以 外 の 者  ア に 掲

げ る 額 に 当 該 世 帯 に 属 す る 被 保 険 者

の う ち 当 該 年 度 分 の 基 礎 賦 課 額 の 被

保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 対 象 と さ れ

る も の の 数 を 乗 じ て 得 た 額 と イ に 掲

げ る 額 と を 合 算 し た 額  

が 発 生 し た 場 合 に は 、 そ の 発 生 し た

日 と す る 。 ） 現 在 に お い て 当 該 世 帯

に 属 す る 被 保 険 者 の 数 及 び 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 の 数 の 合 計 数 を 乗 じ て 得

た 額 を 加 算 し た 金 額 を 超 え な い 世 帯

に 係 る 保 険 料 の 納 付 義 務 者 で あ っ て

前 号 に 該 当 す る 者 以 外 の 者  ア に 掲

げ る 額 に 当 該 世 帯 に 属 す る 被 保 険 者

の う ち 当 該 年 度 分 の 基 礎 賦 課 額 の 被

保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 対 象 と さ れ

る も の の 数 を 乗 じ て 得 た 額 と イ に 掲

げ る 額 と を 合 算 し た 額  

ア ・ イ  （ 略 ）  ア ・ イ  （ 略 ）  

(3)  第 1号 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 及 び

山 林 所 得 金 額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分

し て 計 算 さ れ る 所 得 の 金 額 の 合 算 額

が 地 方 税 法 第 314条 の 2第 2項 第 1号 に

定 め る 金 額 （ 世 帯 主 等 の う ち 給 与 所

得 者 等 の 数 が 2以 上 の 場 合 に あ っ て

は 、 同 号 に 定 め る 金 額 に 当 該 給 与 所

得 者 等 の 数 か ら 1を 減 じ た 数 に 10万 円

を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 え た 金 額 ） に

520,000円 に 当 該 年 度 の 保 険 料 賦 課 期

日 （ 賦 課 期 日 後 に 保 険 料 の 納 付 義 務

が 発 生 し た 場 合 に は 、 そ の 発 生 し た

日 と す る 。 ） 現 在 に お い て 当 該 世 帯

に 属 す る 被 保 険 者 の 数 及 び 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 の 数 の 合 計 数 を 乗 じ て 得

た 額 を 加 算 し た 金 額 を 超 え な い 世 帯

に 係 る 保 険 料 の 納 付 義 務 者 で あ っ て

前 2号 に 該 当 す る 者 以 外 の 者  ア に 掲

げ る 額 に 当 該 世 帯 に 属 す る 被 保 険 者

の う ち 当 該 年 度 分 の 基 礎 賦 課 額 の 被

保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 対 象 と さ れ

る も の の 数 を 乗 じ て 得 た 額 と イ に 掲

げ る 額 と を 合 算 し た 額  

(3)  第 1号 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 及 び

山 林 所 得 金 額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分

し て 計 算 さ れ る 所 得 の 金 額 の 合 算 額

が 地 方 税 法 第 314条 の 2第 2項 第 1号 に

定 め る 金 額 （ 世 帯 主 等 の う ち 給 与 所

得 者 等 の 数 が 2以 上 の 場 合 に あ っ て

は 、 同 号 に 定 め る 金 額 に 当 該 給 与 所

得 者 等 の 数 か ら 1を 減 じ た 数 に 10万 円

を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 え た 金 額 ） に

535,000円 に 当 該 年 度 の 保 険 料 賦 課 期

日 （ 賦 課 期 日 後 に 保 険 料 の 納 付 義 務

が 発 生 し た 場 合 に は 、 そ の 発 生 し た

日 と す る 。 ） 現 在 に お い て 当 該 世 帯

に 属 す る 被 保 険 者 の 数 及 び 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 の 数 の 合 計 数 を 乗 じ て 得

た 額 を 加 算 し た 金 額 を 超 え な い 世 帯

に 係 る 保 険 料 の 納 付 義 務 者 で あ っ て

前 2号 に 該 当 す る 者 以 外 の 者  ア に 掲

げ る 額 に 当 該 世 帯 に 属 す る 被 保 険 者

の う ち 当 該 年 度 分 の 基 礎 賦 課 額 の 被

保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 対 象 と さ れ

る も の の 数 を 乗 じ て 得 た 額 と イ に 掲

げ る 額 と を 合 算 し た 額  

ア ・ イ  （ 略 ）  ア ・ イ  （ 略 ）  

2 （ 略 ）  2 （ 略 ）  

3  前 2項 の 規 定 は 、 後 期 高 齢 者 支 援 金 等

賦 課 額 の 減 額 に つ い て 準 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 第 1項 中 「 基 礎 賦 課 額 」

と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課

3 前 2項 の 規 定 は 、 後 期 高 齢 者 支 援 金 等

賦 課 額 の 減 額 に つ い て 準 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 第 1項 中 「 基 礎 賦 課 額 」

と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課
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額 」 と 、 「 第 13条 又 は 第 16条 の 2」 と あ

る の は 「 第 16条 の 6の 3又 は 第 16の 6の

7 」 と 、 「 650,000 円 」 と あ る の は

「 200,000円 」 と 、 第 2項 中 「 第 16条 」

と あ る の は 「 第 16条 の 6の 6」 と 読 み 替

え る も の と す る 。  

額 」 と 、 「 第 13条 又 は 第 16条 の 2」 と あ

る の は 「 第 16条 の 6の 3又 は 第 16の 6の

7 」 と 、 「 650,000 円 」 と あ る の は

「 220,000円 」 と 、 第 2項 中 「 第 16条 」

と あ る の は 「 第 16条 の 6の 6」 と 読 み 替

え る も の と す る 。  

4 （ 略 ）  4 （ 略 ）  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

 附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

 1 こ の 条 例 は 、 令 和 5年 4月 1日 か ら 施 行

す る 。  

 （ 出 産 育 児 一 時 金 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

 2 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 寒 川 町 国 民 健

康 保 険 条 例 (以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 )

第 7条 第 1項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行

の 日 以 後 の 被 保 険 者 の 出 産 に 係 る 出 産

育 児 一 時 金 の 支 給 に つ い て 適 用 し 、 同

日 前 の 被 保 険 者 の 出 産 に 係 る 出 産 育 児

一 時 金 の 支 給 に つ い て は 、 な お 従 前 の

例 に よ る 。  

 （ 保 険 料 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

 3 新 条 例 第 16条 の 6の 12並 び に 第 20条 第 1

項 及 び 第 3項 の 規 定 は 、 令 和 5年 度 以 後

の 年 度 分 の 保 険 料 に つ い て 適 用 し 、 令

和 4年 度 分 ま で の 保 険 料 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。  

 


